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研究成果の概要（和文）：　本研究ではJICAが行った農業技術研修の効果測定を行った。また、研修を受けた農
家から研修を受けていない農家にも技術が普及していくのかについて検証した。2017年に、筆者らを中心に8カ
村394農家について詳細な家計調査を行い統計データを構築した。その後同年11月―2018年5月にJICAによる技術
研修が行われため、2019年に事前の調査と同一の家計についてデータを収集し、農業技術研修および農家間技術
普及の有効性について分析した。

研究成果の概要（英文）： Technology adoption is a necessary step to improve agricultural 
productivity. However, in Sub Saharan Africa, purchased inputs such as chemical fertilizer and 
modern varieties of rice, and improved agronomic practices diffuse slowly due to weak public 
extension systems. 
 JICA and Ministry of Agriculture Training Institute (MATI) sought to establish a farmer-to-farmer 
training scheme in Tanzania. The purpose of this study was to investigate the impact of this 
training on the technology adoption and the productivity of small-scale rice farmers. In order to do
 so, we conducted a randomized control trial (RCT). 
 We conducted a baseline survey before the training in 2017 and collected the detailed information 
on rice cultivation of 394 households in 8 villages. The training was held in 2017 and we collected 
end-line data in 2019. We analyzed the effectiveness of the training by using collected data. 

研究分野： 開発経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　サブサハラ・アフリカの貧困削減には農業の発展が不可欠である。しかし、アフリカにおける穀物の生産性は
アジアに比べて低い。
　本研究ではタンザニアにおいてJICAが行った農業技術研修の効果測定を行った。そのために、約380家計の農
家に対してインタビューを行い、統計データを構築して分析を行った。また、研修を受けた農家から研修を受け
ていない農家にも技術が普及していくのかについても検証した。
　これは、どのような政策介入がアフリカの農業生産性を高めるのに有効かを客観的に検証するためのものであ
る。こうした統計データを用いた政策評価は近年国内外で積極的に行われており、本研究はその一助となるもの

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

人口の約 6-8 割が農業に従事すると言われるサブサハラ・アフリカ(以下アフリカと

略記)の経済発展および貧困削減には農業の発展が必要不可欠である。しかし、アフリ

カにおける穀物の単位面積当たりの収量は 1960 年から 2012 年の間に 1.5t/ha から

2t/ha に増加したにすぎない。アフリカでの低い土地生産性の要因として、近代品種や

化学肥料の投入量が低いこと、また生産性を高める土地節約型の栽培技術の採用率が低

いことが指摘されている。農家による技術の採用には、信用制約、市場へのアクセスな

どが影響すると考えられるが、農業研修への参加は重要な要因の一つである。 

これまでの研究によって、アジアの稲作の生産性向上が近代品種、化学肥料といっ

た近代的投入物の増加によるものであったのに対し、アフリカではそれらに加えて、

圃場の均平化（土地を平らにして水を圃場に行き渡らせること）、畦畔の設置（畔を作

ることで圃場に水を湛水すること）、条植え（田植えを真っ直ぐに行い除草しやすくす

ること）などの栽培技術が生産性の向上にとって重要であることが示唆された。また

そういった技術は灌漑地域では、ある程度普及が進み生産性の向上に貢献している

が、水路がなく水の供給が安定しない天水地域では普及が進んでおらず、生産性への

影響も確かではないということが明らかになった。しかし、タンザニア稲作地域にお

ける灌漑の普及率はわずか 20％であり、灌漑面積の拡大には長期に渡る投資が必要で

あることから、天水地域における生産性向上の方策を探ることは、同国の稲作振興に

おいて急務である。 

 農業技術研修は、近代品種、化学肥料を含む栽培技術の普及のための有効な手段で

あると考えられる。しかし、研修の実施には費用がかかるため、国内の全ての農家を

対象に研修を行うことは現実的ではない。そこで近年、少数の農家に対して研修を行

い、受講農家が習得した技術を周辺の農家に普及させるという農家間普及を促す農業

研修が盛んに行われている。 

 

２．研究の目的 

 本研究はタンザニアの天水地域でのコメ栽培に焦点を当て、JICA による農業技術

研修（タンライス研修）が技術の普及および生産性に与える効果を明らかにすることを

目的として行った。研修前後に家計調査によってデータを収集し、厳密な統計分析を行

うことで、農業技術研修が農家の技術採用や生産性の向上に貢献したのかについて検証

した。また、直接研修を受講した農家のみならず、周辺農家への波及効果を含めて研修

の効果を検証し、技術は周辺農家へも普及しているのか、もし普及していないとすれば、

それはなぜなのかを明らかにすることを目指した。 

 

３．研究の方法 

 タンライス研修ではまず JICA の指導の下で実験圃場において技術の有効性を確認し、

その技術を研修によって普及させる。1 カ村当り 16 名の中核農家と呼ばれる農家に対

して集中的に研修が行われ、その後中核農家が 5人の中間農家を選定し、村内の展示圃

場において研修を行った。中核農家は中間農家に技術を教授することが期待されている

ため、村の中で熱意ある農家を選定することが多い。さらに中間農家は研修に参加して

いない一般農家に対して技術を教授することが期待されている。 

調査はタンライス研修対象農村 4か所（以下研修農村と略記）とその隣接農村 4か所
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（以下実験農村と略記）を対象として行われた。前述の通り、本研究はタンライス研修

の効果を測定することを目的として行った。その際、「もともと能力の高い農家だけが

トレーニングに参加しているため、トレーニングの効果が過大評価される」という問題

が生じやすい（経済学分野ではこれを内生性問題と呼ぶ）。その問題を避けるために、

近年ランダム化比較実験（Randomized Control Trial：RCT）と呼ばれる手法が多用さ

れている。これは、ランダムに選んだ農家にトレーニングを受講させ、受講していない

農家と比較するというものである。 

しかし、農家間普及を促進するというタンライス研修の目的上、研修農村において

中核農家をランダムに選定することはできない。そこで、本研究では、タンライス研修

が行われた村に隣接する農村でランダムに選んだ農家に対して、タンライス農家と同様

の研修を行った。実験農村では、ランダムに選定された 16－18 名の中核農家が、タン

ライス農村の中核農家と共に、1－2日の研修を受講した。ただし、研修を受けていない

農家へのスピルオーバーを防ぐために、実験農村では研修で習得した技術を少なくとも

2年は他の農家に伝えないようにという指導を受けた。これは実験農村の一般農家へも

技術が普及することで、研修の影響か過少評価されることを防ぐためである。 

 

４．研究成果 

 2017 年に筆者らを中心に 8 カ村 394 農家について詳細な家計調査を行い、統計デー

タを構築した。その後同年 11 月から 2018 年 5月に JICA による技術研修が行われ、2019

年に事前の調査と同一の家計についてデータを収集した。 

 分析の結果、実験農村においてランダムに選定された中核農家が一般農家よりも高い

技術採用率および単位面積当たりの収量を達成してることが明らかになった。これはタ

ンライスの研修が稲作の技術普及や生産性の向上に有効であったことを示している。し

かし、研修農村における中間農家や一般農家への普及は現時点では限定的であることも

分かった。ただし、この結果の解釈には注意が必要である。調査では研修終了後 1年目

の作付け期の技術採用や収量のデータを収集した。研修で期待されている通り、中核農

家から中間、一般農家に技術が普及するためには、一定の時間がかかる可能性がある。

また研修では改良品種の種子が中核農家に配布された。これは中核農家が種子を再生産

して周辺の農家に配ることを企図しているものであるが、1年では種子の再生産量に限

界があるため、種子が制約となって技術普及が進んでいない可能性もある。事実、筆者

がタンザニアの灌漑地域において行った別の調査では、こういった農家間技術普及を企

図した研修において、5年後には技術が一般農家にも普及しうるという結果が得られて

いる。今後はこういった点も十分に考慮しつつ、国際学術誌への投稿を念頭において論

文の執筆を行う。 
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